
平成 27 年度第 7 回松阪市立鎌田中学校校舎改築事業基本計画等策定委員会会議録 

 

日 時  平成２７年１２月６日（日） 

午後４時０５分 開始 

午後４時２５分 終了 

（※午後１時３０分から４時までワークショップ実施） 

場 所     東海労働金庫松阪支店 

2 階会議室 3 

 

出席委員   

 委員長 小 松  尚 

 副委員長 高 橋  秀 敏 

 委員（代理者） 山 本  嘉 

 委員 平 生  尚 美 

 委員 鈴 木  逸 郎 

 委員 岩 田  雅 昭 

 委員 橋 爪  敏 昭 

   

事務局   

 教育施設マネジメント室主査 池 内  正 樹 

 株式会社 都市研究所スペーシア 

取締役 計画室長 

浅 野  健 

 株式会社 都市研究所スペーシア 

嘱託研究員 

田 中  清 之 

 名古屋大学大学院生・学部生 7 名（院生 5、学部生 2 名） 

   

   

 

【内 容】 

１．ワークショップ（以下「WS」）の開催（空間編） 

   ・新校舎で行ないたいこと、ほしい空間・機能 

２．WS終了後 

 ・WSの振り返り 

   ・その他 

    （第 6 回基本計画等策定委員会会議録について） 

 



【WS 開催】 

13:30－16:00 

 

 

 

★参加者 47 名 

地域住民代表 13 名 

保護者 13 名 

教員 13 名 

鎌田中生徒 8 名 

※その他（21 名） 

竹上市長、山川教育委員会

委員、策定委員会委員、名

古屋大学関係者、事務局他 

 

 

 

大人（地域住民代表、保護者、

教職員）が８つのグループ、鎌

田中生徒が２つのグループに。 

名古屋大学の学生、策定委員会

委員等もそれぞれのグループ

に。 

 

 

※テーブルに広げた大きな模

造紙の上に、新校舎で行いたい

こと、欲しい空間・機能につい

て意見を付箋等に書き込み、ま

とめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹上市長よりあいさつ。 

･･･この校舎建築については、限られた予算のお金（税金等）

を懸けることになります。その様な中で、より良い校舎建築に

向けて、皆さんのお知恵をいただきながら、ここへ通う、集う

鎌中の生徒さんが使いやすい、また、地域の皆さんが利用しや

すい校舎建築を是非とも実現をしていきたいと思います。･･･ 

･･･WS の成果が十分に生かされるよう、われわれは努力いた

しますので、皆さんの忌憚の無い意見、独創的な意見をいただ

ければと思います。 

是非とも今日の WS が実りのあるものになりますよう期待申

し上げ、開催に当たってのお礼のあいさつとさせていただきま

す。本日は本当にありがとうございます。 

 

  

 

イントロダクション 

小松委員長より「7 月 26 日開催の WS のふりかえりと基本構

想案の説明」講演（20 分程度）。 

基本構想案の理念を念頭に、“やりたいこと“とやりたいこ

とに対する“必要な場所・設備”等にかかるポイントや参考と

なる事例を紹介。 

 

  

WS 実施（約 1 時間）、休憩（10 分程度）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各グループ発表（10 グループ、各 3 分程度で約 40 分）。 

  

  

 ※詳細については、別途とりまとめを予定。 

 

小松委員長より WS にかかる総括等（約 15 分）。 

【各グループ発表後、全体を通してのご意見等】 

  

・いままでは、行政が考えた学校施設を整備していただくこと

が主流だった。今回の WS を通して、教師等現場の意見や生徒

の意見、また、地域の意見を聞くうちに、理想とする子どもた

ちが学べる場が見えてくる。本当に現場が必要な学校実現に向

けて取り組みをお願いしたい。 

・ぜひ、木をふんだんに使ったぬくもりのある校舎つくり、内

装等の木質化をお願いしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【WS 終了後】 

16:05－16:25 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

・機能的で人にやさしい校舎つくりをお願いしたい。 

・今日の発表でも生徒がしっかりと意見を言える、また、本日

のような活気と熱気あふれる WSが実現できているのも、地域

が子どもたちをしっかり育てていただいていることに繋がっ

ていると感じる。そういったことも踏まえ、コミュニティー・

スクール（以下「CS」）としての活動を助長する、みんなが集

える、また、心休まる施設としての機能面も考慮していきたい。 

 

【まとめ】 

･･･今日で終わりではありません。皆さんからいただいた意見

を取りまとめ、これから実現へと取り組んでいく。行政だけで

は到底実現はできない。そういった意味で、今日、始まったば

かりということを念頭に、これからの校舎改築に向け、ご協力

をお願いしたい。 

最後に、生徒の発表シートの一番上に記入してあった、「松阪

の自まん」。こういった気持ちを持って、松阪の校舎として、

全国に向けきらりと光る「より良い校舎」を目指し地域ととも

に取り組んでいきたいと考えています。 

これからも一緒によろしくお願いいたします。 

 

 

WS についてはお疲れ様でした。 

それでは早速ですが、第 7 回松阪市立鎌田中学校校舎改築事業

基本計画等策定委員会を始めさせていただきます。 

まず、最初に今回の開催通知とともに配布しています前回 11

月 6日に開催した第 6回基本計画等策定委員会の会議録内容に

ついて、特に問題が無ければ決定しますが、修正等はありませ

んでしょうか。 

（意見等特になし。） 

それでは議事録についての確認を終了させていただき、進行に

ついて委員長よろしくお願いいたします。 

 

皆様大変お疲れ様でした。 

WSに係る感想や率直なご意見等ありましたらお願いいたしま

す。 

 



（主な意見等） 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の意見を聞くことで図書室の活用等についてあらためて

気付かされる部分があった。実際、学校生活をしている中での

本当に不便なことや欲しいものなど、切実な願いが感じられ

た。 

・先生たちが現場で困っていること、専門教科ごとのさまざま

な思いが見えてきた。 

・今日のような取り組みにおける校舎改築が良いのか、従来型

の施設配置といった行政主体の整備が良いのか、教育委員会内

部でしっかり議論していただきたい。建設後は相当な期間使用

していかなければならない。 

・今日は、まだ数年前にできたばかりの施設（ろうきん松阪支

店）をお借りして WS を実施することができたが、こういった

最新の設備環境も皆さんに見ていただくいい機会になったと

思います。多目的トイレや一般トイレについてもすごく機能的

できれいで、生徒、教員に対する施設待遇についても一考され

たのでは･･･。 

 

発表シートの記録とまとめについては、これから名古屋大学側

でいたします。なお、今の段階であまりまとめすぎないよう、

次回の策定委員会でまとめの議論することを前提に取りまと

めさせていただきます。 

次に、今回の第 2 回 WSにかかる実施報告を、前回同様 CSの

ホームページに掲示できればと思いますので、次回策定委員会

までに掲載案を作成してまいります。 

次回、12 月 21 日 18:00～の第 8 回策定委員会を除くと、1 月・

2 月とあと 2 回で基本計画等をまとめないといけません。（別

途、予備は１回想定範囲。） 

第 9 回策定委員会開催スケジュール調整について、現状案とし

て候補日は、 

①1 月 25 日（月）18:00～ ※市：会計検査との調整が必要 

②2 月 2 日（火）19:00～ 

③2 月 5 日（金）18:00～ 

次回までに日程確認をお願いします。 

場所については、鎌田中学校 1 階会議室でお願いいたします。 

以 上 

 


